
中川町における 
森林文化再生の取組み 



中川町の概要 

人   口：1,676人 

主な産業：農業、林業 

※林業従事者数：36人 

面積：59,490ha 

うち森林面積：51,540ha(87%) 

 

 

「到るところに蝦夷松の大樹あらざるは
なく、天塩産物中の第一を占めるもの
は此木材ならん」（「天塩國の森林資源」小樽

新聞 M29.1.12） 

 

 
 

 



中川町の森林の概要 
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なかがわ創生の流れ 

・なかがわの人・資源・魅力を生かし、地域内に小規模でも
確実な多くの雇用と産業を生み出す。⇒なかがわ創生 

・外貨を獲得し、できる限り域内で循環させる。 

・中川町だけでできることは中川町だけでやり、「できないこ
と」と「できるが非効率なこと」は流域でやる。 

・外貨獲得と域内循環の最も重要なツールが森林と林業。 

・持続的な森林経営の確立は低コスト化と高付加価値化の
両立により実現する。 

・森林と林業を核として多角的に収入を得て雇用創出と産
業振興（地方創生）を実現する。 



中川町の森林と林業 

•無理のない域内エネ
ルギー循環と自給 

•都市圏で高まる薪需
要 

•フォレストツーリズム 
•養蜂業などとの連携 

•実は存在しない木工
クラフト原料市場 

•各種事業を活用した
クラフト作家の育成 

•旭川家具との連携
による高付加価値化 

•在来工法の建築工
務店との連携による
高付加価値化 

家具材（建
築材）供給 

クラフト原
料市場創

造 

薪を中心と
した木質バ
イオマス利

用 

多様な森林
の経済的

利用 



旭川家具連携の具体例 

供給前（連携前） 
ショールームでディスカウン
トされていた。 
理由は座面の節 

供給後（連携後） 
特等の板では混ざらない「シ
ラタ」をデザインに取り入れ
たうえ、落ち節がアクセントと
なったスツールセットを製
作。 

中川町が原木供給する 
ある工房作家の場合 



工務店連携の具体例 





荒木 孝文 



内田  悠 

斎藤 綾子 



森林ICTプラットフォーム 

森林ICT 

プラット
フォーム 

各種森
林情報 

天然林
管理シ
ステム 

施業履
歴管理 

各種図
面統合 

①「持続的な森林経営であるかどうか」
が連携相手にとっても重要 
 
②「持続性」が科学的・客観的・定量的
である必要性 
 
③山間地における林業振興を実現する
ためには低コスト化と高付加価値化の
両方が必要 
 
④高付加価値化のためには特殊でニッ
チなニーズにいかに即応しうるかが鍵 
 
⑤生物多様性保全は一部の行政職員
や学術関係者だけではなく、実際に働く
林業者とこそ共有すべきテーマ 
 
⑥森林の経済的多目的利用のためには
林業関係者以外との情報共有を容易に
する必要がある。 



森林ICT導入後の林業・木材利用の概要 

森林ICTプラットフォーム（基盤） 

林業・森林 
 
①低コスト化（事前調査等） 
導入後：4日⇒2.7日へ 
②素材生産量 
3ヵ年平均150ｍ3/年⇒H27 750ｍ3/年 
H28年度以降 平均900ｍ3/年へ 
③旭川家具等作り手との連携によるブ
ランド化、高付加価値化 
④その他経済活動との共存・相互発展 
・フォレストツーリズムの開始 
・養蜂業などとの連携 

KIKORIプロジェクト 
 
①未利用材を製品化し、生産背景とデザ
インの力で販路を開拓 
②白樺樹皮、苔、ハチミツなどの商品化 

木質バイオマス利用 
 
①薪を中心とした現実的な木質バイオマ
スの利用 
②地域内でエネルギーを循環（酪農業と
の連携や地域熱供給なども視野に） 
③都市圏で拡大する薪需要に商機 

地域おこし協力隊などの制度活用も含む確かな産業振興と雇用増 
平成29年度までに3人の増 





左写真 
 
北大研究林北管理部との包括連携協定に
よりウィスキー樽原木の調査を実施。 
 
飲料メーカーはウィスキー樽原木を産地ご
とに香り、味などをデータベース化している。
中川町はピュアオークの産地としても有名
であり、さらに詳細な産地情報を把握するこ
とが差異化を図るうえで重要となる。 

右写真 
 
旭川家具業界との連携から中川町のオニグ
ルミの色が特に濃いことが判明。 
 
北海道大学研究林及び森林総合研究所と3
者連携により中川町のオニグルミの色の調
査を実施中。 
 
GPSを用いて位置情報を把握、GISに搭載し

地形や地質などの環境情報や遺伝情報を分
析。森林ICTの活用により「違い」を生かす。 



まとめ 
①森林ICTプラットフォームによって「持続的な森林経
営」を科学的、客観的、定量的に把握できる基盤が構
築できた。 
②希少猛禽類の営巣木の情報共有など、地域全体で
質の高い森林管理と木材生産を行い、さらなるブラン
ド化を進める基盤が構築できた。 
③ニッチで特殊な市場ニーズに即応しうる体制を構築
するための情報基盤が構築できた。 
④養蜂業との連携、フォレストツーリズムの展開など、
回帰年の長い天然林経営を可能にする中間収益モデ
ルの構築の基礎となる基盤が構築できた。 
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